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この研究は、農林水産技術会議「平成25年度農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業」
課題名「ITにより低コストに人工林材から内装材を製造する

生産・加工システムの開発」による取り組みの一部です。

－私たちの研究開発の着眼点－

無垢で、または表層として
利用するために
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枝打ち跡 後生枝

枝打ち個体の様子

低密度で植栽したカラマツ人工林において、林齢11年生、平均樹高
約9mの時に、地上高4mまでの強度枝打ちを行いました。強度の枝打ち、
通常の2mまでの枝打ちおよび無処理の場合に比較して、個体の成長量
や後生枝の発達に影響を与えるかについて検討を行いました。

強度の枝打ちは，通常の枝打ちや無処理の場合
と比較して、成長量に対する影響はありませんでした。
また、強度枝打ちの直後では後生枝数が増加しまし
たが、枝打ちから6年後には無処理と同程度にまで減
少しました。



節が多くなるにつれて、評価は下がっていきましたが、住宅と比べて学校やホールでは低
減が穏やかでした。このことから、住宅には好まれないような材料でも、使用場所を考慮す
ることにより受け入れられるものと考えられます。
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節の量と見た目の好ましさを検討するため、節の無いものから多いものまで、
トドマツの壁材をモデルとして4水準設定しました。また、内装材が使われる
場所が、見た目の評価にどのように影響を与えているのかを評価するため、
使用が考えられる住宅の居間のほか、学校やホールなどの画像を被験者に
提示し、指示された場所をイメージして、節のある内装材の好ましさを評価し
てもらいました。評価は「好き－やや好き－どちらでもない－やや嫌い－嫌
い」の5段階としました。
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照明条件の適性化と処理手法について
検討し、0.2秒/画像 の高速処理を実現し
ました。例えば、トドマツ材の直径10mm以
上の死節については、100%検出すること
ができました。さらに、搬送機で移動しながら
一連の処理を行えることも確認しました。

画像処理により樹種毎に異なる節部分の検出精度の向上を図りまし
た。また、検出特性を把握して節部分を的確に認識する画像処理ソフト
ウェア、カメラや照明環境の最適化と、認識した節の脱落防止技術につ
いて検討しています。

節が脱落した合板 節脱落防止処理を
施した合板

画像撮像装置

この後、表面の平滑化処理を施して
床材の台板や壁の下地に使用します。


